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 平成 25年 4月 1日から平成 26年 3月 31 日まで 

 

 

2013 年度事業活動実施について 

 

   アニマルパスウェイの普及に向けて、普及啓発・設置支援活動を推進し、樹上性野生生物 

の遺伝子の多様性保全に資するために、会費、地球環境基金、ザ・ボディショップ ニッポン基金、公

益信託大成建設自然歴史環境基金、自販機プロジェクト、アニマルパスウェイ研究会その他による助

成や寄付により、下記の活動を実施した。なお、会員メンバーおよびアニマルパスウェイ会員企業の

多くの支援があった。なお会員数は特別会員 1 名、正会員 19 名、一般会員 10 名、賛助会員 4
社、1 名。 

 

１． 普及のためのアニマルパスウェイの絵本パンフレットの制作事業経緯 

 当会では、樹上性野生動物であるニホンヤマネやニホンリスなどを森林分断や孤立の影響から保全する

ための人工的な通り道である｢アニマルパスウェイ｣の全国への普及を目指している。そのためには北杜市、

那須平成の森で培った活動をもとに、広く道路管理者のみならず、道路を利用する企業や市民の理解を得

る必要があり、次世代を担う子供達へ配布するための絵本パンフレットに公益信託大成建設自然歴史環境

基金を活用した。 

 2012 年 11 月 14 日：絵本パンフ｢ヤマネのマルくん南の森へ｣作成プロジェクト初会合 にて下記の体制

および工程で制作推進した。 

      協力；学研教育出版/学研エデュケーショナル  

   文；大竹  構成；広瀬、猪熊、土田 

絵；宮本 展子  デザイン；宮本デザイン 

2012 年 12 月 7 日 ラフデザイン 

12 月 26 日デザインイメージ、文案 

2013 年 1 月 10 日 絞込み、デザイン、文案決定 

2013 年 2 月 6 日 絵本ストーリー完成、説明文案検討 

 3 月 21 日 ゲラ刷り最終校正･確認 

 4 月 3 日  製本納品（3000 部） 

4 月 3 日  やまねミュージアム、平成の森に送付 

２．アニマルパスウェイ絵本を配布しての普及活動 

・北杜市にあるキープやまねミュージアム       500 部⇒  

・那須平成の森ビジターセンター           500 部 

・那須平成の森フィールドセンター          500 部 

・北杜市教育委員会（小学 5,6 年生全生徒に配布）   600 部 



みどりのふれあいフェスティバル 

 

・みどりふれあいフェスティバル(5/11-12 日比谷公園)   100 部⇒ 

・学研本社                      50 部 

・大成建設                     300 部 

・日建連生物多様性専門部会、経団連自然保護協議会 各 20 部 

・西東京市 NEW カレッジ広場(8/23 市民講座)     30 部 

・日本プロフェッショナル技術者協会講演(7/20)     15 部 

・関西学院大学 市民講座              100 部 

・芙蓉懇談会                     30 部 

・会員、その他                   200 部 

配布した反応：極めて好評であり、3000 部はほとんど 6 ケ月で 

配布完了。 

 

 

★2013 年 11 月 22 日 第 2 版 5000 部増刷、納品。 

 ・(公財)キープ協会やまねミュージアムへ即日 2000 部送付 

★2013 年 12 月 2 日 シンポ｢広げよう野生動物の歩道橋｣ 200 部配布 

★2013 年 12 月 12~14 日エコプロ展にて配布 

   経団連自然保護協議会 100 部                      

   日本建設業連合会   150 部 

   (公財)キープ協会（やまねミュージアム送付分より） 

 

学研本社１Fロビー 

西東京市市民講座 



経団連自然保護協議会展示ブース      一般社団法人日本建設業連合会展示ブース 

 

    (公財)キープ協会の展示ブース（アニマルパスウェイの模型とパンフレット） 

★その他・株式会社エンウィット      50 部 

・大成建設株式会社       100 部 

・千葉県生物多様性ネットワーク 100 部 

・つくば大八ヶ岳演習林      10 部 

 

３．シンポジウム｢広げよう野生動物の歩道橋｣～コリドーで繋ぐ森と命～の開催 

概要 ：詳細はシンポジウム報告書参照 

� 日 時：2013 年 12 月 2日（月曜日） 13 時 00 分～17 時 50 分 

� 場 所：経団連ホール（東京都千代田区大手町 1-3-2） 

� 主 催：一般社団法人アニマルパスウェイと野生生物の会、ニホンヤマネ保護研究 

    グループ、アニマルパスウェイ研究会 

� 共 催：公益財団法人キープ協会やまねミュージアム 

� 参加者数：139 名 

� プログラム  司会：若林千賀子氏（当会正会員） 

時 間 課 題 講演者 講演テーマ 

13:00～13:15 

開会挨拶 

アニマルパスウェイと野生生物の会 

代表理事 大竹 公一 

主催者代表 

後援者挨拶 

経団連自然保護協議会企画部会長 

三井住友信託銀行 審議役 

石原 博 氏 

後援者代表 

北杜市長 白倉 政司 氏 後援者代表 

13:15～13:45 
生態系ネットワー

クについて 

環境省自然環境局 

生物多様性地球戦略企画室 

室長 奥田 直久 氏  

生態系ネットワーク 

～森・里・川・海のつながり

を目指して～ 

13:45～14:15 
森林の孤立化と 

樹上性動物 

森林総合研究所多摩森林科学園 

チーム長 田村(林) 典子 氏 

森林の分断・孤立化の現状と 

影響事例について 

（ニホンリスの事例） 

14:15～14:45 道路と野生生物 

日本自然保護協会 

理事長 亀山 章 氏 

生き物の生活とその環境を 

大切にしたみちづくり 

道路生態学 

14:45～15:05 
対応策の現状 

その１ 

国土交通省国土政策総合研究所 

道路研究部緑化生態研究室 

野生動物に対するロードキ

ル対策とその効果 



室長 栗原 正夫 氏 

15:05～15:25 
対応策の現状 

その２ 

帯広畜産大学畜産生命科学研究部門 

環境生態学分野 

教授 栁川 久 氏 

北海道における樹上性 

野生生物のための 

移動経路について 

15:25～15:55 ポスターセッション＆コーヒーブレイク 

15:55～16:15 
対応策の現状 

その３ 

清水建設㈱環境・技術ｿﾘｭｰｼｮﾝ本部 主査 

アニマルパスウェイ研究会 幹事 

小松 裕幸 

アニマルパスウェイの普及

の現状とヨーロッパなどに 

おける対応策 

16:15～17:25 
パネル 

ディスカッション 

帯広畜産大学 栁川 久 氏:ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ-

環境省 奥田 直久 氏 

日本自然保護協会 亀山 章 氏 

国土交通省 栗原 正夫 氏 

北杜市 白倉 政司 氏 

ｱﾆﾏﾙﾊﾟｽｳｪｲ研究会 小松 裕幸  

樹上性動物のための歩道橋

の普及は今後どうあるべき

か？ 

17:25～17:30 閉会挨拶 

アニマルパスウェイ研究会会長 

湊 秋作 

主催者代表 

17:30～17:50 ポスターセッション 

主催：一般社団法人アニマルパスウェイと野生生物の会、ニホンヤマネ保護研究グループ、アニマルパスウェイ研究会 

共催：公益財団法人キープ協会・やまねミュージアム 

後援：環境省、国土交通省国土技術政策総合研究所、北杜市、  

経団連自然保護協議会、公益財団法人日本自然保護協会、一般社団法人東京都トラック協会 

協賛：大成建設株式会社、清水建設株式会社、東日本電信電話株式会社、株式会社エンウィット 

協力：新日本開発工業株式会社、株式会社東光コンサルタンツ、国際航業株式会社、キリンビバレッジ株式会社 

助成：独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金、公益信託経団連自然保護基金の助成によりシンポジウムを実施  

ザ・ボディショップ ニッポン基金、公益信託大成建設自然・歴史環境基金、三井物産環境基金等の助成で活動実施 

 

●パネルディスカッション テーマ：｢樹上動物のための歩道橋の普及は今後どうあるべきか？｣ 

で得られた普及のためのキーワード 

奥田氏 典型・代表事例の PR:ショーケース 

 成功事例を出す 

 合意形成 

 地域、関係者とのかかわり 

 世界への発信 日本の事例 

 地域の子供などへの教育、観光を通じて地域に貢献 

田村氏（会場） 

 調査・研究 

 調査結果を公表 論文を書く 

亀山氏 認めよう。（アニマルパスウェイを公共事業に位置づける） 

 アニマルパス お金が大事だ 

 建設と管理の主体は？ 

 環境省がつくる国道、都道府県道、市町村同、など責任の所在 

 大月ビュー桂台の経験 



栗原氏 世界 日本からの情報発信 アニマルパスウェイ 

 インドネシア、ベトナム、スイス、イギリス・・・・・ 

白倉氏 共生 

 地球は人間だけのものでない 

 住民発議・参加 

 より多くの住民・自治体が理解し点をつくる線に面にする。そして連携する。 

 各企業などから寄付などをいただいている 

小松氏 費用対効果。 

 大月は今年３月に撤去。いろいろな関係者が連携をとれなかった。 

 道路関係者への移管が必要。 

 税金を使った効果を明確に 

 ロードキルの現状把握 

 一般道。１２７万キロ。どのような場所で発生しているか？ 

栁川氏 しっかりとした調査・研究が必要。 

 そこに作るべきか。 

 費用対効果。 

 ロードキル、分断化。 

 どこが担当するのか。責任所在、施工 

 関係者との合意形成 

 効果の検証 

 成果の発表 

湊会長 社会化 

    環境教育 

    生物史的な研究 

    技術開発（生物技術と設計技術） 

    連携 

●ポスターセッション 

講演等にて説明しきれない部分はポスターセッションとして、説明を加えた。 

   

設置するまでに アニマルパスウェイの設計 新設工事   メンテ･改良工事 



   

アニマルパスウェイ設置例 野生生物のロードキルと横断施設 ニホンリスとアニマルパスウェイ 

   

主催団体紹介、助成/後援/協賛/協力 アニマルパスウェイと私 アニマルパスウェイと教育 

＜参加者からのアンケート結果 76/139） 

●参加者・住民への効果：（意識変化または、参加意欲の増進、環境配慮行動など主体的な取組みが見られるなど） 

  ・シンポジウムの満足度：満足、やや満足で 96% 

 ・参加希望：参加したい 65%、興味ある 32%       

 

なお、本シンポジウムは地球環境基金および公益信託経団連自然保護基金による助成で行った。                                           



４．アニマルパスウェイの設置場所絞り込みのための MAP 作成プロジェクト 

 （アニマルパスウェイ ニーズポテンシャル MAP プロジェクト） 

 

●プロジェクトの目的 

本プロジェクトの目的は、アニマルパスウェイ設置ニーズのポテンシャルを地図で示し、その設置ま

たはこのようなマップの作成意義を道路管理者や道路利用者(企業、市民)、地域自然保護団体、政策機

関などに認識していただき、アニマルパスウェイの普及と樹上性野生生物の保全を図ることである。 

そのため、本業務ではアニマルパスウェイの設置に適した箇所を抽出するため、地理情報システム

（GIS）によるデータベースを構築することを目的とする。 

●実施期間 

平成 25 年４月 22 日 ～ 平成 26 年 3 月 31 日 

●プロジェクト内容 

 2013 年度は、次の範囲でのＧＩＳ化を試行する。 

地域：山梨県北杜市全域（ヤマネブリッジ、アニマルパスウェイ既設エリア 

使用ソフト：ArcGIS for desktop ver.9（ESRI 社） 

 主な作業内容は以下に示す通りとする。 

①公共データベース等からの資料収集 

②GIS データベース構築 

③ポテンシャルマップの試行及び課題抽出 

④ 報告書の作成 

●プロジェクト実施体制 

一般社団法人アニマルパスウェイと野生生物の会 

   プロジェクトリーダー 小松 裕幸 、サブリーダー 矢竹 一穂 

   アドバイザー 湊 秋作  メンバー ApWA、APRS メンバー 

   事務局 大竹 公一 会計 藤田 頼子 

●GIS MAP 作成担当 

GIS 化作業：新日本開発工業株式会社(担当：前田、道越、湯本各氏)に委託 

●プロジェクト内容と実施経過 

  プロジェクト推進のための打ち合わせ、勉強会を適宜実施し、打ち合わせ結果に基づいて 

 実際のデータ収集、分析、GIS 化を新日本開発工業に委託し、プロジェクトにて検討しつつ 

 データベースの構築と MAP 化作業を下記の通り進めた。 

 

名称名称名称名称    開催年月日開催年月日開催年月日開催年月日    場所場所場所場所    参加者参加者参加者参加者    内容内容内容内容    

理事会理事会理事会理事会    4 月 22 日 大成建設 5 名 事業計画案の承認 
情報交換会情報交換会情報交換会情報交換会    4 月 24 日 新宿 10 名 片岡氏に二ホンリスと孤立林について聴取 

    5 月 14 日 新宿 3 名 GIS 化について事前打ち合わせ 
事務局会議事務局会議事務局会議事務局会議    5 月 17-18 日 やまねミュージアム 7 名 APW・NPM 計画・方針策定 



第第第第 1111 回会議回会議回会議回会議    6 月 21 日 清水建設 6 名 APW・NPM プロジェクト会議 
総会総会総会総会    6 月 24 日 大成建設 27 名 総会にて事業計画承認 

第第第第 2222 回会議回会議回会議回会議    7 月 30 日 清水建設 19 名 

APW・NPM プロジェクト 
横田氏にポテンシャルマップについて聴取 

    8 月 1 日 新日本開発工業 3 名 GIS 化について打ち合わせ 

第第第第 3333 回会議回会議回会議回会議    8 月 19 日 NPO 推進センター 8 名 

APW・NPM プロジェクト 
 

第第第第 4444 回会議回会議回会議回会議    9 月 30 日 清水建設 4 名 APW・NPM プロジェクト 
理事会理事会理事会理事会    10 月 7 日 大成建設 8 名 経過報告 

APWAPWAPWAPW 研究会研究会研究会研究会    11 月 7 日 

関西学院大 

丸の内ｷｬﾝﾊﾟｽ 
19 名 経過報告 

第第第第 5555 回会議回会議回会議回会議    12 月 13 日 新日本開発工業 5 名 APW・NPM プロジェクト 

第第第第 6666 回会議回会議回会議回会議    1 月 17 日 新日本開発工業 5 名 

APW・NPM プロジェクト 
最終的な MAP、DB について検討 

情報交換会情報交換会情報交換会情報交換会    2 月 5 日 大成建設 14 名 

高槻教授にロードキルについて研究成果を

聴取 

第第第第 7777 回会議回会議回会議回会議    2 月 7 日 新日本開発工業 6 名 

APW・NPM プロジェクト 
アドバイザーの意見聴取 

第第第第 8888 回会議回会議回会議回会議    3 月 18 日 新日本開発工業 5 名 

APW・NPM プロジェクト 
完成報告 

 

詳細は本年度のアニマルパスウェイの適地絞り込み MAP の報告書参照 

 本事業は地球環境基金の助成により行った。 

 

５．日経地球環境技術賞優秀賞受賞 

当会が事務局を担っているアニマルパスウェイ研究会が日経新聞社が主催する2013年日系地球環境技

術賞の優秀賞を受賞した。授賞式は 11 月 7 日に日経新聞社のカンファレンスホールにおいて行われ、当

会会員 19名が出席した。 

 

 

表彰盾を受ける湊会長 出席した研究会メンバー 



６．自販機による「森と命を繋ぐ架け橋支援プロジェクト」 

 

キリンビバレッジのご協力により自販機による意識醸成と寄付金募集の試みは、1 年半ほど経過 

したが、現在は松山市の岡田印刷株式会社 1社のみであり、様々な会社・団体へアプローチしたものの 

残念ながら良い成果を得るのは至っていない。2014 年度は別のきっかけやアプローチが必要と思われる。 

 

７．2013 年度の主な行事 

    開催年月日開催年月日開催年月日開催年月日    場所場所場所場所    参加者参加者参加者参加者    内容内容内容内容    

会計・業務監査会計・業務監査会計・業務監査会計・業務監査    4 月 15 日 新宿 2 名 監事による監査 

理事会・理事会・理事会・理事会・    

APWAPWAPWAPW 研究会研究会研究会研究会    

4 月 22 日 大成建設 18 名 事業計画案の承認 

情報交換会情報交換会情報交換会情報交換会    4 月 24 日 新宿 10 名 片岡氏に二ホンリスと孤立林について 

    5 月 14 日 新宿 3 名 新日本開発工業との事前打ち合わせ 

事務局会議事務局会議事務局会議事務局会議    5 月 17/18 日 やまねミュージアム 7 名 APW・NPM 計画・方針策定 

    6 月 21 日 環境省自然環境局 2 名 シンポジウム後援、講演依頼 

第第第第 1111 回回回回 APMAPMAPMAPM 会議会議会議会議    6 月 21 日 清水建設 6 名 APW・NPM プロジェクト 

    6 月 24 日 経団連自然保護協議会 4 名 シンポなど支援依頼 

総会総会総会総会    6 月 24 日 大成建設 21 名 総会にて事業計画承認 

    7 月 20 日 NSRI ホール 13 名 JSPE CPD セミナー講演 

情報交換会情報交換会情報交換会情報交換会    

第第第第 2222 回回回回 APMAPMAPMAPM 会議会議会議会議    

7 月 30 日 清水建設 19 名 

APW・NPM プロジェクト 

横田氏にポテンシャルマップについて 

    8 月 1日 新日本開発工業 3 名 GIS 化について打ち合わせ 

事務局会議事務局会議事務局会議事務局会議    8 月 6日 新川 4 名 事務局打ち合わせ 

    8 月 6日 日本自然保護協会 4 名 亀山理事長にご講演、協会の後援依頼 

    8 月 19 日 国交省国総研 2 名 栗原室長にご講演、国総研の後援依頼 

第第第第 3333 回回回回 APMAPMAPMAPM 会議会議会議会議    8 月 19 日 NPO 推進センター 8 名 APW・NPM プロジェクト 

    8 月 23 日 西東京市田無市民会館 33 名 西東京 NEW カレッジ講演 

    8 月 26 日 北杜市役所 3 名 市長に協力依頼（講演、後援等） 

    9 月 2日 

経団連自然保護協議会 

経団連会館、JAF、都ト

ラック協会 

4 名 

経団連自然保護協議会、経団連会館のシン

ポ打ち合わせ、JAF、都トラック協会 

    9 月 6-7 日 岡山大学 3 名 日本霊長類学会・哺乳類学会で饗場氏発表 

    9 月 14 日 法政大学 2 名 環境アセスメント学会にて小松氏発表 

第第第第 4444 回回回回 APMAPMAPMAPM 会議会議会議会議    9 月 30 日 清水建設 4 名 APW・NPM プロジェクト 

理事会・事務局理事会・事務局理事会・事務局理事会・事務局

会議・全体会議会議・全体会議会議・全体会議会議・全体会議    

10 月 7 日 大成建設 19 名 

シンポジウム分担、会場関係打ち合わせ、

MAP 経過報告 

    10 月 18 日 新宿 NPO 推進センター 4 名 シンポジウム案内発送作業 

    11 月 7 日 日経カンファレンス 19 名 日経地球環境技術賞優秀賞授賞式・祝賀会 

    11 月 7 日 

関西学院大 

丸の内ｷｬﾝﾊﾟｽ 

11 名 シンポジウム打ち合わせ、MAP 経過報告 

    12 月 1 日 

関西学院大 

丸の内ｷｬﾝﾊﾟｽ 

15 名 シンポジウム前日準備会 

シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム    12 月 2 日 経団連ホール 139 名 「広げよう野生動物の歩道橋」開催 

第第第第 5555 回回回回 APMAPMAPMAPM 会議会議会議会議    12 月 13 日 新日本開発工業 5 名 APW・NPM プロジェクト 



第第第第 6666 回回回回 APMAPMAPMAPM 会議会議会議会議    1 月 17 日 新日本開発工業 5 名 

APW・NPM プロジェクト 

最終的な MAP、DB について検討 

情報交換会情報交換会情報交換会情報交換会    2 月 5日 大成建設 14 名 高槻教授にロードキルについて聴取 

第第第第 7777 回回回回 APMAPMAPMAPM 会議会議会議会議    2 月 7日 新日本開発工業 6 名 

APW・NPM プロジェクト 

アドバイザーの意見聴取(園田) 

    2 月 16 日 I-site なんば 2 名 

にじゅうまるプロジェクトCOP1 分科会:

経団連自然保護協議会主催：会長講演 

第第第第 8888 回回回回 APMAPMAPMAPM 会議会議会議会議    3 月 18 日 新日本開発工業 5 名 

APW・NPM プロジェクト 

完成報告(湊、矢竹) 

    3 月 29 日 新宿 2 名 本年度決算、次年度計画 

 

８．まとめ 

 2004 年より開始し、これまで培ってきたアニマルパスウェイ研究会の研究開発、実施への取り組みを受

けて、2012 年度よりスタートした本法人のアニマルパスウェイの普及活動は、主に道路管理者や道路利用

者への啓発・環境教育としての生物多様性保全の重要性を樹上性野生動物の観点から行っている。 

 2012 年度は主に会の充実を図り、2013 年度は普及活動として、将来を担う子供達（道路利用者）とその

親への啓発活動のための絵本パンフの制作と配布に力点を置いた。その結果、絵本は当初の 3000 部を約半

年で配布し、さらに増刷を求められる結果となった。今後とも可能な範囲で全国の子供達に配布する機会

を作るとともに、その親や道路管理者への啓発を図ることが重要である。 

 また本活動はアニマルパスウェイ研究会の開発した技術としても、2007 年の土木学会環境賞、2010 年の

いきものにぎわい企業活動コンテスト環境大臣賞に続き、2013 年 11 月に｢日経地球環境技術賞優秀賞｣と

して社会的に評価された。 

 12 月 2日には環境省、国土交通省国総研、北杜市、日本自然保護協会、経団連自然保護協議会、東京都

トラック協会の後援を受け、東京では初めてシンポジウム｢広げよう野生動物の歩道橋｣～コリドーで繋ぐ

森と命～を開催できた。全国より定員を上回る問題意識を有する皆様の参加と、その方面の権威ある講師

の皆様によるお話、議論により、よりそのアニマルパスウェイの重要性と認識が高まり、情報の共有が行

え、今後の普及活動のヒントとなるキーワードを多数得た。 

 さらに現在行っているアニマルパスウェイ設置箇所の特定のためのツールづくりなどを行い、道路管理

者の理解を深めるとともに、アニマルパスウェイの普及のため、官産学民の連携を深める努力をしていき

たい。 

                   一般社団法人 アニマルパスウェイと野生生物の会 

                           代表理事 大竹 公一 

 



 


